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無料法律相談
2月21日㈬
午後１時～午後５時

無料法律相談
2月21日㈬
午後１時～午後５時

無料法律相談
2月21日㈬
午後１時～午後５時

森山大樹法律事務所（東町会館２階、完全予約制）
予約・お問合せは7日㈬まで
（役場企画総務課総務室）

　
父
北斗

　
母
麻希

　
町内会
34区

お 誕 生
生まれた子
和田　伝
     わ  だ　  つたう

　
（前月比
（前月比
（前月比
（前月比

　
8,576人
3,988人
4,588人
4,284戸

2人
5人
37人
17人

　
8人）
3人）
5人）
6戸）

人口・世帯数　12月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　　
町内会
西町3丁目
８区
南町1丁目
北町２丁目

歳
おくやみ
亡き人
大城　威智代
川西　芳子
市戸　カツノ
海老根 瑠美子

　
届出人
大城　務女子
川西　正男
平川　雪代
海老根　篤

65歳
97歳
85歳
77歳

人のうごき
12月8日～1月10日に確認できた方
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

税
金
・
年
金

国
民
年
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替・ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

　

納
付
書
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
登
録
す
る
と
、
保
険
料
を

納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
を
省
け
ま
す
。

自
動
で
引
き
落
と
し
に
な
る
の
で
、
納

め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納
（
前
払
い
）

す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
に
な
り
ま
す

（
割
引
率
は
納
付
方
法
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）
。
前
納
の
区
分
は
、
①
半
年
分

（
４
月
分
〜
９
月
分
、
10
月
分
〜
翌
年

３
月
分
）
、
②
１
年
分
（
４
月
分
〜
翌

年
３
月
分
）
、
③
２
年
分
（
４
月
分
〜

翌
々
年
３
月
分
）
。
４
月
分
か
ら
口
座

振
替
な
ど
で
前
納
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

２
月
末
ま
で
に
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た

は
年
金
事
務
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

今
年
３
月
か
ら
口
座
振
替
な
ど
で
の

前
納
に
つ
い
て
、
年
度
の
途
中
か
ら
ま

と
め
て
振
替
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
月
末
ま
で
に
申
込
み
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
25-

５
６
０
６

（
役
場
窓
口
：
税
務
住
民
課 

住
民
室
）

令
和
５
年
の
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
を
発
行

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
で
使
う
控
除
証
明
書
を
、

次
の
と
お
り
発
送
し
ま
す
。

▼
令
和
５
年
中
、
10
月
１
日
〜
12
月
31

　

日
に
初
め
て
納
付…

２
月
上
旬
に
発

　

送
予
定

▼
昨
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
に
納
付

　

…

昨
年
10
月
26
日
〜
11
月
上
旬
に
発

　

送
済
み

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
４

く
ら
し

自
衛
隊
募
集
案
内
を
希
望
し
な
い
方
へ

　

本
町
で
は
、
暮
ら
し
の
安
心
安
全
を

守
る
こ
と
を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
毎

年
４
月
頃
に
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本

部
長
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
自
衛
隊
入
隊

対
象
と
な
る
方
の
住
所
・
氏
名
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
名
簿
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
除
外
申
請
の
手

続
き
に
関
す
る
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
名
簿
提
供
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
同
封
の
除
外
申
請
書
に
よ
り
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者　

東
川
町
に
住
民
登
録
し
て
い

　

る
方
の
う
ち　

▼
令
和
６
年
度
中
に

　

18
歳
に
な
る
日
本
国
籍
の
方
（
２
０

　

０
６
（
平
成
18
）
年
４
月
２
日
〜
翌

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　

▼
令
和
６

　

年
度
中
に
22
歳
に
な
る
日
本
国
籍
の

　

方
（
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
４
月

　

２
日
〜
翌
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

申
請
期
間　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月
29
日

　

㈮
申
請
方
法　

返
信
用
封
筒
で
郵
送
ま
た

　

は
役
場
企
画
総
務
課
窓
口
で
申
請

問
合
せ　

企
画
総
務
課 

総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
３

健
康
・
福
祉

２
月
の
集
団
検
診

　

旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
今
年
度
最

後
の
送
迎
検
診
を
行
い
ま
す
。
今
年
度

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な

い
方
は
こ
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

内
容　

特
定
健
診
、
胃
・
肺
・
大
腸
が

　

ん
検
診
、
肝
炎
検
査
、
乳
・
子
宮
が

　

ん
検
診

日
時　

２
月
16
日
㈮
午
前
７
時
50
分 

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
合

検
診
機
関　

旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

申
込
先　

保
健
福
祉
課 

保
健
指
導
室

　

☎
役
場 

内
線
５
０
６
・
５
０
７

健
診・検
診
の
Ｈ
Ｕ
Ｃ
ポ
イ
ン
ト
受
取
り
は

お
早
め
に
！

　

今
年
度
に
国
保
特
定
健
診
、
が
ん
検

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
）
を

受
診
し
、
ま
だ
Ｈ
Ｕ
Ｃ
ポ
イ
ン
ト
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
保
健
福
祉
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
限　

３
月
31
日
㈰

持
ち
物　

健
診
・
検
診
の
領
収
書

そ
の
他　

▼
３
月
に
受
診
す
る
方
は
、

　

５
月
中
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。
そ
れ

　

以
降
、
今
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
無
効

　

と
な
り
ま
す
。　

▼
Ｈ
Ｕ
Ｃ
カ
ー
ド

　

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
今
年
度
は

　

無
料
で
作
成
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

保
健
指
導
室

　

☎
役
場 

内
線
５
０
６
・
５
０
７
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※住民基本台帳法により閲覧者を公表。請求者が閲覧できる情報は住所、氏名、生年月日、性別のみ。

住民基本台帳の閲覧状況の公表（2022（令和4）年12月～2023（令和5）年11月）
税務住民課 住民室

請求理由・利用目的 閲覧に係る住民範囲 閲覧年月日請求者・申出者氏名

2023年度「旅行・観光消
費動向調査」（国土交通省）

西町1～5丁目 5月17日㈱インテージリサーチ

第16回メディアに関する
全国世論調査（（公財）新
聞通信調査会）

東町1～4丁目、満18歳
以上の日本人男女15名

6月7日（一社）中央調査社

「旭川駅周辺かわまちづく
り」「美瑛川地区かわまち
づくり」アンケートの調査
（国土交通省）

20歳以上の日本人男女
59名

6月7日㈱ドーコン

北海道の人口減少などに
関する意識調査（北海道総
合政策部）

北町3丁目、18歳以上10
名

8月22日昇寿チャート㈱

令和5年度消費者意識基
本調査（消費者庁）

北町3丁目、2008（平成
20）年10月31日以前出
生の男女25名

9月7日（一社）新情報センター

自衛隊法「自衛官募集業務」
の対象者抽出

2008（平成20）年4月2
日～翌年4月1日生まれ
の男

10月6日防衛省 自衛隊旭川地
方協力本部長

子
育
て
・
教
育

放
課
後
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
体
験
会

内
容　

放
課
後
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
新

　

４
年
生
向
け
体
験
会
で
す
。

日
時　

２
月
19
日
㈪
〜
22
日
㈭
放
課
後

　

〜
午
後
６
時

場
所　

東
川
小
学
校 

体
育
館
・
ラ
ン

　

チ
ル
ー
ム
な
ど

対
象　

小
学
新
４
年
生

登
録　

事
前
登
録
不
要　

※

コ
ド
モ
ン

　

で
詳
細
配
信

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課

　

☎
役
場 

内
線
５
８
７

よ
ち
よ
ち
教
室（
０
歳
児
開
放
日
）

　

乳
児
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
お

探
し
の
み
な
さ
ん
、
親
子
で
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
、
お
友
だ
ち
を
作
り
ま
せ
ん

か
？
ご
兄
弟
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

▼
乳
幼
児
の
ケ
ガ
・
誤
飲
に
つ
い
て

講
師　

幼
児
セ
ン
タ
ー
看
護
師

日
時　

２
月
22
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

▼
手
作
り
お
も
ち
ゃ
制
作
（
要
申
込
）

　

・
絵
本
読
み
聞
か
せ

日
時　

３
月
７
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

申
込
期
間　

２
月
１
日
㈭
〜
22
日
㈭

◆
共
通
事
項

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

０
歳
児
と
保
護
者

申
込
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
１
０
０

一
緒
に
考
え
よ
う「
う
さ
ぎ
組
と
交
流
」

    

入
園
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
た
り
、

新
し
い
経
験
を
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
う
さ
ぎ
組
の
活
動
の
様
子
を
見
学

し
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
29
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

場
所  

幼
児
セ
ン
タ
ー 

う
さ
ぎ
組

対
象　

２
・
３
歳
児
（
２
０
２
０
（
令

　

和
２
）
年
４
月
〜
翌
年
３
月
生
ま
れ
）

　

と
保
護
者

定
員　

15
組
程
度
、
要
申
込
（
２
月
１

　

日
㈭
〜
）

申
込
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
１
０
０

イ
ベ
ン
ト

札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
職
員
に
よ
る
無
料

相
談
会

　

在
留
資
格
申
請
や
そ
の
他
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
、
ど
な
た
で
も
相
談
で

き
ま
す
。
（
無
料
、
申
込
不
要
）

日
時　

２
月
16
日
㈮
午
後
１
時
半
〜
同

　

４
時
半

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

多
文
化
共

　

生
室

問
合
せ　

東
川
日
本
語
学
校 

多
文
化

　

共
生
室　

☎
74-

６
８
１
５

大
雪
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
講
演
会「
ヌ
タ
プ
カ
ウ

シ
ペ
が
語
り
か
け
る
も
の
」

　

大
雪
山
を
活
動
の
中
心
と
し
、
大
自

然
の
風
景
や
生
物
な
ど
を
独
自
の
視
点

で
撮
影
し
て
い
る
写
真
家
・
山
岳
ガ
イ

ド
の
大
塚
友
記
憲
さ
ん
に
「
大
雪
山
の

風
景
が
発
す
る
豊
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

に
つ
い
て
、
写
真
や
動
画
を
交
え
て
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師　

大
塚
友
記
憲
さ
ん
（
写
真
家
・

　

山
岳
ガ
イ
ド
）

日
時　

２
月
17
日
㈯
午
後
１
時
半
〜
同

　

３
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

講
堂

定
員　

50
名
（
無
料
、
要
申
込
）

申
込
先　

文
化
交
流
課 

大
雪
山
ア
ー

　

カ
イ
ブ
ス　

☎
役
場　

内
線
７
３
８

　

daisetsuzan@town.higashikawa.

　

hokkaido.jp

日
本
語
学
校
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　

町
立
日
本
語
学
校
の
代
表
12
人
が
、

「
私
の
見
つ
け
た
東
川
」
「
私
の
挑
戦
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
の
考
え
を
日

本
語
で
発
表
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
あ
り
。

日
時　

２
月
22
日
㈭
午
前
９
時
50
分
〜

　

同
11
時
50
分

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 
講
堂

視
聴
方
法　

▼
パ
ソ
コ
ン
：

　

https://x.gd/fH7Ha

　

▼
ス
マ
ホ
：
QR
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

　

ス

問
合
せ　

町
立
日
本
語
学
校

　

☎
74-

６
８
１
５

ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ

　

大
き
な
画
面
で
気
軽
に
映
画
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ
ほ
ん
の
森
で
所
蔵

し
て
い
る
作
品
の
う
ち
、
町
に
上
映
権

の
あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
「
ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ
」

と
し
て
上
映
し
ま
す
。

内
容　

「
42
／
世
界
を
変
え
た
男
」　

▲申込フォーム

10
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（2013
）
肌
の
色
に
よ
る
差
別
が
ま

　

ん
延
す
る
１
９
４
６
年
。
ブ
ル
ッ
ク

　

リ
ン
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
オ
ー
ナ
ー
、

　

ブ
ラ
ン
チ
・
リ
ッ
キ
ー
は
、
黒
人
の

　

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
チ
ー

　

ム
に
迎
え
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
容
赦

　

な
い
バ
ッ
シ
ン
グ
に
耐
え
て
活
躍
し
、

　

人
々
の
心
を
掴
ん
で
行
く…

。

日
時　

２
月
27
日
㈫
午
後
２
時
半
〜
同

　

４
時
40
分
（
開
場
同
２
時
）

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

多
目
的
室

定
員　

20
名
（
無
料
、
要
申
込
）

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
82-

４
２
４
５

直
木
賞
作
家・桜
木
紫
乃
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

　

北
海
道
出
身
の
桜
木
さ
ん
は
、
北
海

道
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
多
く
執
筆
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年

に
は
、
大
衆
文
学
に
お
い
て
優
秀
な
作

品
に
贈
ら
れ
る
直
木
賞
（
第
１
４
９
回
）

を
「
ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
」
で
受
賞
し
、

映
画
化
。
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ
開
館
５
周

年
を
記
念
し
て
桜
木
紫
乃
さ
ん
と
、
聞

き
手
と
し
て
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

大
津
洋
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。
桜
木
紫
乃
さ

ん
の
貴
重
な
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　

３
月
２
日
㈯
午
後
１
時
半
〜
同

　

３
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

講
堂

定
員　

２
０
０
名
（
無
料
、
要
申
込
）

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
役
場 

内
線
７
３
８

町
内
団
体
か
ら

第
36
回
協
会
結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

２
月
18
日
㈰
▼
主
将
会
議
：
午

　

前
８
時
45
分
〜　

▼
開
会
式
：
同
９

　

時
〜

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

中
学
生
以
上

チ
ー
ム
編
成　

男
女
別
６
人
制
（
出
場

　

選
手
６
人
の
う
ち
、
常
時
町
民
等
２

　

人
以
上
の
出
場
必
要
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
、
学

　

生
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
（
要
申
込
）

申
込
締
切　

２
月
９
日
㈮

申
込
先　

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務

　

局　

☎
82-

７
５
０
５

東
川
親
の
会 

木
洩
れ
陽
サ
ロ
ン

　

茶
話
会
。
次
年
度
を
意
識
す
る
時
期

は
、
こ
だ
わ
り
行
動
も
気
に
な
り
が
ち
。

親
も
子
も
、
心
と
身
体
が
緊
張
し
や
す

い
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
心
と
身
体
を

ほ
ぐ
す
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
、
気
持
ち

に
変
化
を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
19
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

か

　

た
く
り
（
東
町
４-

15-

12
）

参
加
料　

３
５
０
円
（
要
申
込
）

問
合
せ　

日
本
医
療
福
祉
教
育
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
認
定
講
師 

白

　

井
ち
よ

　

chibichanhanachan@gmail.com

介
護
予
防
講
演
会

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
し
ら
か
ば

学
級
共
催
の
講
演
会
と
講
座
を
実
施
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
無
料
、

申
込
不
要
）

▼
講
演
「
意
外
と
知
ら
な
い
上
手
な
眠

　

り
〜
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
毎
日
を
」

内
容　

ス
ト
レ
ス
や
生
活
の
変
化
で
睡

　

眠
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
睡

　

眠
不
足
に
な
る
と
日
中
眠
く
な
る
だ

　

け
で
な
く
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く

　

な
り
ま
す
。
〜
よ
り
良
く
眠
る
た
め

　

の
８
つ
の
ヒ
ン
ト
〜

▼
講
座
「
肩
こ
り
や
腰
痛
改
善
、
姿
勢

　

改
善
に
向
け
た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

　

グ
」

◆
共
通
事
項

日
時　

２
月
20
日
㈫
午
後
１
時
半
〜
同

　

３
時
15
分

場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　

局　

☎
82-

２
７
７
０

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

　

同
じ
趣
味
の
人
と
サ
ー
ク
ル
活
動
や

交
流
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？
楽
し
い
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

サ
ー
ク
ル
活
動　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
カ

　

ラ
オ
ケ
・
卓
球
・
麻
雀
・
カ
ル
タ
・

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
ふ
ま
ね
っ
と
・

　

編
み
物
・
舞
踊
・
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど

イ
ベ
ン
ト　

お
楽
し
み
発
表
会
・
介
護

　

予
防
講
座
・
各
種
部
活
の
交
流
会
や

　

大
会
・
写
真
展
な
ど

地
域
ク
ラ
ブ　

中
央
む
つ
み
・
大
雪
ふ

　

れ
あ
い
・
西
部
ゆ
う
あ
い
・
寿
あ
じ

　

さ
い
・
北
辰
・
喜
楽
ほ
の
ぼ
の

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　

局　

☎
82-

２
７
７
０

旭
川
福
祉
専
門
学
校
卒
業
記
念
発
表
会

　

旭
川
福
祉
専
門
学
校
こ
ど
も
学
科
の

第
48
回
卒
業
記
念
発
表
会
を
一
般
公
開

し
ま
す
。

内
容　

森
の
こ
び
と
た
ち
が
ナ
ビ
ゲ
ー

　

ト
し
て
人
形
劇
「
ア
ラ
ジ
ン
と
ま
ほ

　

う
の
ラ
ン
プ
」
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
オ

　

ズ
の
ま
ほ
う
つ
か
い
」
を
上
演
。

日
時　

２
月
23
日
㈮
㊗
午
後
５
時
〜
・

　

24
日
㈯
同
１
時
半
〜

場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

旭
川
福
祉
専
門
学
校

　

☎
82-

３
５
６
６

重
複
多
剤
服
薬
に
注
意

　

病
気
や
ケ
ガ
を
治
す
た
め
の
薬
も
、

同
じ
効
能
の
も
の
を
重
複
し
て
使
用
し

た
り
、
必
要
以
上
に
服
薬
し
た
り
す
る

と
本
来
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
ず
、
思
わ

ぬ
副
作
用
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
「
お
く
す
り
手
帳
」
は
病
院
ご

と
に
分
け
る
の
で
は
な
く
一
冊
に
ま
と

め
、
病
院
や
薬
局
を
利
用
す
る
際
は
必

ず
持
参
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

大
雪
地
区
広
域
連
合

　

☎
82-

３
６
９
７

町
外
団
体
か
ら

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

　

次
の
日
程
で
募
集
し
ま
す
。
旭
川
駐

屯
地
に
あ
る
志
願
票
に
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　

２
月
27
日
㈫
ま
で

試
験
日　

３
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪
の
う

　

ち
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

　

予
定
月
の
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33

　

歳
未
満
の
男
女

問
合
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

旭
川
地
区
隊　

☎
55-

０
１
０
０

相
続
登
記
の
義
務
化
始
ま
る
！

　

公
共
事
業
、
復
興
事
業
な
ど
の
土
地

利
用
を
阻
害
す
る
所
有
者
不
明
土
地
の

問
題
は
、
相
続
登
記
を
さ
れ
な
い
こ
と

が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
所
有
者
不
明
土
地
の
発
生

予
防
の
た
め
、
不
動
産
登
記
法
が
改
正

さ
れ
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記

▲申込フォーム
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・
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・
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が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
不
動
産
を
所
有
す
る

方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
相
続
人

は
、
所
有
権
の
取
得
を
知
っ
た
日
（
遺

産
分
割
協
議
の
場
合
は
、
話
し
合
い
が

ま
と
ま
っ
た
日
）
か
ら
３
年
以
内
に
相

続
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
す
で

に
発
生
し
て
い
る
相
続
も
対
象
と
な
り
、

今
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続

登
記
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　

☎
38-

１
１
４
６

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

　

相
続
が
発
生
す
る
と
、
亡
く
な
っ
た

方
名
義
の
預
金
の
払
戻
し
を
始
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
に
、
大
量
の
戸

籍
書
類
一
式
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
法
務

局
に
申
出
書
、
戸
籍
書
類
一
式
お
よ
び

相
続
関
係
を
示
し
た
図
（
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
）
を
提
出
す
れ
ば
、
法
定
相

続
人
の
証
明
書
を
何
通
で
も
無
料
で
取

得
で
き
る
制
度
で
す
。
亡
く
な
っ
た
方

の
相
続
登
記
、
預
金
の
払
戻
し
、
相
続

税
の
申
告
、
年
金
手
続
き
な
ど
に
戸
籍

書
類
一
式
の
提
出
が
省
略
で
き
ま
す
の

で
、
大
変
便
利
で
す
。

問
合
せ　

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　

☎
38-

１
１
６
６

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　

ご
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
は
、
法

務
局
で
安
全
・
確
実
に
保
管
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
法
務
局
に
預
け
て
お
け

ば
、
紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
本
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
ご
遺

族
に
通
知
し
た
り
、
遺
言
書
の
内
容
を

証
明
書
と
し
て
取
得
し
、
相
続
登
記
や

金
融
機
関
で
の
各
種
手
続
き
に
利
用
し

た
り
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
予
約
制
。

問
合
せ　

旭
川
地
方
法
務
局
供
託
課

　

☎
38-

１
１
６
７

低
温
注
意
報

　

低
温
注
意
報
は
、
夏
期
に
は
農
作
物

被
害
、
冬
期
に
は
水
道
管
凍
結
な
ど
に

よ
る
著
し
い
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
に
発
表
し
ま
す
。
上
空
の
強
い
寒
気

や
晴
れ
て
地
表
面
の
熱
が
奪
わ
れ
る
放

射
冷
却
現
象
が
低
温
の
原
因
で
す
。
近

年
は
地
球
温
暖
化
や
都
市
化
の
影
響
で

昔
ほ
ど
寒
く
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

で
も
例
年
、
内
陸
部
で
は
マ
イ
ナ
ス
25

℃
以
下
に
、
海
岸
部
で
も
マ
イ
ナ
ス
20

℃
以
下
に
下
が
る
日
は
あ
り
ま
す
。
注

意
報
が
発
表
さ
れ
た
際
、
厳
し
い
冷
え

込
み
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台

　

☎
32-

７
１
０
２

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、石
綿
に
よ
る
疾

病
の
補
償・救
済

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た

こ
と
が
原
因
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各

種
保
険
給
付
や
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害

の
救
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
中
皮
腫
な
ど

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業

務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労

災
保
険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
労
働
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

北
海
道
労
働
局

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

ニ
ュ
ー
ス

東
川
ひ
と
や
す
み
サ
イ
ト 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ 

﹇
雪
洞
＋
ａ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
﹈
、
赤
レ
ン
ガ
建

築
奨
励
賞
受
賞

　

「
東
川
ひ
と
や
す
み
サ
イ
ト 

Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
﹇
雪
洞
＋
ａ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
﹈
」

（
東
町
３
）
が
、
「
第
36
回
北
海
道
赤

レ
ン
ガ
建
築
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
〔
主
催
：
北
海
道
ほ
か
〕
。
こ
の
賞

は
建
築
文
化
の
向
上
や
、
地
域
に
根
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
る
創
造
性
豊
か
な
建
築
物
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。
「
東
川
ひ
と
や
す

み
サ
イ
ト 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」
は
町
内
の

家
具
会
社
と
協
働
し
て
、
宿
泊
施
設
と

飲
食
店
を
計
画
し
、
道
産
材
も
活
用
し

な
が
ら
東
川
家
具
を
堪
能
で
き
る
空
間
。

家
具
文
化
を
踏
ま
え
た
新
た
な
地
域
づ

く
り
を
期
待
さ
せ
る
も
の
と
し
て
受
賞

に
至
り
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
川
の
美
し
い
風
景
づ
く
り

　

昨
年
12
月
14
日
、
役
場
で
「
東
川
町

美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
」
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
〔
主
催
：
美
し
い
東
川

の
風
景
を
守
り
育
て
る
審
議
会
（
浜
辺

啓
会
長
）
〕
。

　

22
年
目
の
今
回
は
、
個
人
部
門
（
住

宅
の
部
）
に
臼
田
紀
三
雄
さ
ん
・
紀
子

さ
ん
宅
（
南
町
３
）
、
大
久
保
守
男
さ

ん
・
由
美
子
さ
ん
宅
（
34
区
）
、
武
井

秀
之
さ
ん
・
元
子
さ
ん
宅
（
第
22
）
、

長
原
道
子
さ
ん
宅
（
９
区
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
大
久
保
守
男
さ
ん
は
「
移
住

し
て
今
年
で
７
年
目
。
移
住
前
か
ら
庭

造
り
を
し
て
い
て
、
こ
ち
ら
で
も
で
き

る
と
思
っ
て
始
め
た
の
で
す
が
、
初
め

は
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

苗
を
植
え
替
え
る
な
ど
し
て
３
年
ほ
ど

前
か
ら
や
っ
と
き
れ
い
に
な
っ
て
き
ま

し
た
」
、
武
井
元
子
さ
ん
は
「
旅
行
で

東
川
に
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
移

住
し
て
４
年
。
せ
っ
か
く
広
大
な
自
然

に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
家
庭
菜
園
や

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
、

最
初
は
自
然
と
調
和
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
木
や
花
を
植
え
て
き
ま
し
た
。
木 12
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や
花
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
き
て
、

近
所
の
方
が
『
き
れ
い
ね
』
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
庭

は
自
分
た
ち
が
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
役
割
が
あ
る
場
所
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
東
川
の
景
観

に
沿
っ
た
庭
造
り
を
楽
し
く
無
理
な
く

続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
。
東
川
を
美
し
い
風
景
で
彩
っ

て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

大
雪
山
自
然
学
校
、
森
と
人
を
育
て
る
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

　

１
月
９
日
、
役
場
で
「
森
と
人
を
育

て
る
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
賞
状
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
雪
山
自
然
学

校
（
西
４
号
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
〔
主
催
：
森
と
人
を
育
て
る
コ
ン

ク
ー
ル
実
行
委
員
会
（
（
公
社
）
北
海

道
森
と
緑
の
会
・
（
一
社
）
北
海
道
造

林
協
会
・
北
海
道
森
林
組
合
連
合
会
・

北
海
道
に
よ
り
構
成
）
〕
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
森
林
の
整
備
・

保
全
に
関
す
る
技
術
の
向
上
や
、
森
林

づ
く
り
を
道
民
全
体
で
支
え
る
機
運
を

高
め
る
た
め
、
地
域
で
適
切
な
森
林
整

備
を
実
施
す
る
森
林
所
有
者
と
、
長
年

に
わ
た
り
木
育
活
動
に
取
り
組
む
団
体

等
を
表
彰
す
る
も
の
。
大
雪
山
自
然
学

校
は
環
境
保
全
活
動
や
子
ど
も
自
然
体

験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

岐
阜
県
高
山
市
と
連
携
協
定

　

昨
年
12
月
26
日
、
岐
阜
県
高
山
市
と

東
川
町
は
、
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
町
の
パ
ー
ト
ナ
ー
自
治
体
は
長
崎

県
壱
岐
市
、
北
海
道
美
唄
市
、
鹿
児
島

県
大
崎
町
、
山
形
県
西
川
町
に
続
く
５

団
体
目
と
な
り
ま
す
。

　

本
協
定
は
「
家
具
」
「
多
文
化
共
生
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
点
と
特
性
を

活
か
し
、
幅
広
い
分
野
で
連
携
・
協
力

し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
共
生
の
理
念
に
基
づ
き
共
に
発
展

す
る
こ
と
、
お
よ
び
地
域
の
活
力
を
向

上
さ
せ
、
広
く
社
会
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
菊

地
町
長
は
「
高
山
市
と
は
規
模
は
違
い

ま
す
が
、
美
し
い
山
並
み
や
、
家
具
の

産
地
で
あ
る
こ
と
、
多
文
化
共
生
の
取

り
組
み
な
ど
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
お
互
い
が
も
つ
魅
力
や
強
み
を
活

か
し
、
相
互
の
地
域
課
題
解
決
や
経
済

の
発
展
、
町
民
の
暮
ら
し
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
、
田
中
明
高
山
市
長
＝
写

真
左
＝
は
「
両
地
域
と
も
抱
え
て
い
る

問
題
や
課
題
以
上
に
強
み
を
も
っ
て
い

る
自
治
体
だ
と
思
い
ま
す
。
互
い
の
強

み
を
活
か
す
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え

て
い
る
課
題
を
少
し
で
も
克
服
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
物
理
的
な

距
離
は
離
れ
て
い
ま
す
が
お
互
い
に
強

み
を
学
び
、
活
か
し
あ
い
な
が
ら
、
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

消
防
団
出
初
式

　

１
月
５
日
、
大
雪
消
防
組
合
東
川

消
防
団
（
林
克
政
団
長
）
が
消
防
出
初

（
で
ぞ
め
）
式
を
行
い
ま
し
た
。
役
場

前
に
て
式
典
を
実
施
し
防
災
へ
の
想
い

を
新
た
に
し
た
後
、
消
防
車
を
伴
っ
て

道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
（
通
称
：
基
線
）

を
分
列
行
進
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
町
を
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
団
員
の
方
々
へ
の
表
彰
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、
マ
ル
番

号
は
①
北
海
道
知
事
、
②
東
川
町
、
③

大
雪
消
防
組
合
、
④
北
海
道
消
防
協
会
、

⑤
東
川
消
防
団
連
合
後
援
会
に
よ
る
表

彰
）
。

▼
勤
続
35
年
：
②…

林
克
政
（
団
本

部
団
長
）　

▼
勤
続
25
年
：
②…

中
田

博
之
（
第
３
分
団
部
長
）　

▼
勤
続
20

年
：
①
②
③
④…

宮
﨑
充
嗣
（
第
３
分

団
班
長
）
、
③
④…

米
田
紀
興
（
第
１

分
団
部
長
）
、
長
沢
卓
哉
（
同
同
）
、

石
澤
昌
敏
（
同
班
長
）
、
阿
部
茂
（
第

５
分
団
部
長
）　

▼
勤
続
15
年
：
②…

藤
川
晴
貴
（
第
４
分
団
部
長
）
、
佐
竹

国
広
（
第
５
分
団
班
長
）
、
堀
部
祥
広

（
同
同
）　

▼
勤
続
10
年
：
①
②
④…

滝
本
旭
人
（
第
２
分
団
班
長
）
、
古

髙
良
記
（
第
４
分
団
員
）
、
石
山
一

樹
（
第
５
分
団
員
）
、
①
②…

砂
金
宜

秀
（
第
５
分
団
員
）
、
④…

由
川
順
矢

（
第
１
分
団
員
）
、
秋
山
雅
彦
（
第
５

分
団
員
）　

▼
勤
続
５
年
：
⑤
齋
藤

浩
平
（
第
２
分
団
員
）
、
乘
田
幸
一
郎

（
第
３
分
団
員
）

受
賞
済
み
の
各
賞

▼
上
川
地
方
支
部
：
功
労
章…

篠
原
猛

志
（
第
１
分
団
長
）
、
髙
崎
隆
司
（
第

５
分
団
長
）　

▼
上
川
地
区
消
防
団
長

会
：
功
労
表
彰…

篠
原
猛
志
（
第
１
分

団
長
）
、
勤
続
表
彰…

宮
﨑
充
嗣
（
第

３
分
団
班
長
）
、
感
謝
状…

藤
田
一
十

四
（
第
１
分
団
後
援
会
書
記
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

二
十
歳
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う

　

１
月
７
日
、
改
善
セ
ン
タ
ー
で
令
和

６
年
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
を
行
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
式
場

に
は
67
人
の
同
級
生
や
留
学
生
ら
が
集

合
。
現
況
や
両
親
へ
の
感
謝
、
将
来
の

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲大雪山自然学校代表理事・荒井一洋さん（中央）

13
Higashikawa 2024.02



く 

ら 

し 

の 

情 

報  In
fo

rm
a

tio
n

 o
f L

iv
in

g

社
協
だ
よ
り　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

12
月
11
日
か
ら
1
月
10
日
に
社
会
福

祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

南
町
１
丁
目　

市　

戸　

直　

記　

様

《
社
会
福
祉
事
業
に
寄
付
》

東
町
２
丁
目　

永　

江　

竜　

心　

様

「
く
ら
し
の
相
談
」

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、悩

み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
☎
82-

７
５
０
５
、随
時
受
付
）

【
今
月
の
相
談
員
】　松　

林　

加 

代 

子

各種大会成績各種大会成績
【剣道】
◆第56回遠軽地方青少年剣道大会（12月3
日・遠軽町）
▼中学生女子の部（個人）〔2位〕土佐楓羽織
▼中学生男子の部（団体）〔3位〕東川錬成館

【競技大会スキー】
◆SAJ公認第51回旭川クロスカントリースキー
大会（1月4日・旭川市）
▼高年男子（A）〔優勝〕藤崎知紀

夢
な
ど
を
語
り
、
新
た
な
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。
将
来
を
担
う
皆
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

未
来
設
計
と
社
会
デ
ザ
イ
ン

 

昨
年
12
月
８
日
、
自
分
の
幸
せ
を
見

つ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る

「
豊
か
な
く
ら
し
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

の
一
環
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

を
開
催
。
今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
る
中
村
陽
一
氏

（
立
教
大
学
名
誉
教
授
）
を
講
師
に
迎

え
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
紛
争
や
気
候
変
動
と
い
っ

た
大
き
な
テ
ー
マ
が
身
近
な
問
題
に
ど

の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
理

解
し
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
行
動
し
て
い
く
「
社
会
デ
ザ
イ
ン
」

と
い
う
考
え
方
を
紹
介
。well-being

（
幸
せ
）
な
未
来
を
構
想
す
る
た
め
に

重
要
な
考
え
方
だ
そ
う
で
す
。
次
に
三

鷹
市
・
浜
松
市
な
ど
の
例
を
挙
げ
、
地

域
活
動
を
紹
介
。
成
功
し
た
事
例
だ
け

で
な
く
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
例
に

も
触
れ
、
「
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
く
」
こ
と
が
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

の
お
話
も
。
普
段
聞
く
機
会
が
少
な
い

他
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
に
、
多

く
の
方
が
興
味
深
く
耳
を
傾
け
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
含
め
た
企
画
に
つ
い
て

多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
選
手
が
表

敬
訪
問

 

昨
年
12
月
20
日
、
町
が
地
域
創
生
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
で
い
る
コ
ン

サ
ド
ー
レ
札
幌
の
荒
野
選
手
・
深
井
選

手
・
松
原
選
手
（
現
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ

ッ
ク
所
属
）
の
３
名
が
来
町
し
、
J1
残

留
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
東
川
で
活
動
す
る
ア

カ
デ
ミ
ー
チ
ー
ム
の
コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭

川
・
東
川
や
東
川
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
の

子
ど
も
た
ち
を
激
励
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
と
コ
ン
サ
ド
ー
レ
は
、
地

域
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
連
携
し
、

企
画
や
交
流
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

旭
川
東
選
抜
、
全
国
大
会
へ

 

昨
年
12
月
20
日
、
東
川
大
雪
野
球
少

年
団
か
ら
旭
川
東
選
抜
に
選
ば
れ
た
選

手
の
皆
さ
ん
が
、
全
国
大
会
出
場
を
報

告
す
る
た
め
、
町
長
ら
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

旭
川
東
選
抜
は
、
昨
年
10
月
28
・
29

日
に
行
わ
れ
た
２
０
２
３
年
北
海
道
学

童
軟
式
野
球
都
市
対
抗
戦
で
、
準
優
勝
。

昨
年
12
月
23
・
24
日
に
佐
賀
県
で
行
わ

れ
た
第
20
回
今
泉
杯
西
日
本
友
好
学
童

軟
式
記
念
野
球
大
会
（
全
国
大
会
）
に

も
出
場
し
ま
し
た
。
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公営住宅等の入居者を募集します 税務住民課

注 意 事 項

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
問 合 せ

／・入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当す
　　る場合は入居できません。
　・室内・室外でペット飼育は認められません。
　・ここに記載の家賃は、この住宅の最高家賃ではありません。長期間居住され所得が増えた場合には、家
　　賃が最大10万円を超える場合があります。
　・災害などにより緊急的に移転が必要になった場合、住宅の募集を取りやめる場合がありますのでご了承
　　ください。
／入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
／2月末　※原則期限までに入居手続きを完了することが要件となっています。
／家賃の3か月分
／入居者が家賃滞納などをした際に、代わって弁済することが可能な程度の定期的な収入がある方２人。
／税務住民課 住民室　☎82－2111（内線115・116）

2月1日㈭～2月15日㈭受付期間 税務住民課 住民室受付場所
公営住宅6戸、特定公共賃貸住宅1戸、地域優良賃貸住宅1戸　計8戸募集戸数
１．入居申込書　　２．住宅等状況申告書　　３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴
収票など）　　４．地方税の滞納が無い事を証明する書類　　５．世帯全員分の住民票（町外の方の
み）※本籍地の表示は不要　　６．その他必要と認める書類　　７．印鑑
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。
※３の書類は、前年と申込時点とで職場が変わっている場合、新しい職場の給与証明が必要となります。詳細は
　お問い合わせください。
※申込みの際には、必ず「公営住宅入居申込案内（申込前に読むしおり）」をご確認ください。
※下線のついている書類は、税務住民課住民室に用意してあります。

お申し込みに
必要なもの

戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他

①
・1戸
・1階4LDK（89.7㎡）
・49,100円

・2008（平成20）年
・木造平屋建（ロフト付）
・物置、駐車場2台

西町5丁目5番西町5丁目団地
A1

・家賃の他に温水器、暖房器のリース料（月額
　5,000円程度）の負担があります。
・調理器（IH）、網戸は各自用意。　・戸建

●地域優良賃貸住宅（子育て支援住宅）

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方（詳細はお問い合わせください）
１．同居する親族が4人以上いる方
２．18歳未満の同居親族があり、かつ小学校就学前の者がいること。
３．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
４．景観協定の内容を理解し遂行できる方(協定書を結びます）

戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他

①
・1戸
・1階1LDK（37.2㎡）
・30,400円～40,200円

・1994（平成6）年
・耐火構造２階建て
・物置、駐車場１台

西町1丁目9番アヴニールⅠ
（単身用）

・オール電化、家賃の他に温水器、暖房機、調理器
　のリース料（月額6,000円程度）の負担があります。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪
　費用が別途かかります。

●特定公共賃貸住宅

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方（詳細はお問い合わせください）
１．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方

●公営住宅

入
居
資
格

１．原則、同居または同居しようとする親族がいる方
　　（60歳以上、障害者手帳の所持者、生活保護受給者など単身で申し込める場合があります）
　　※不自然な合体・分離をした世帯については、申し込むことはできません（DV被害者の方を除く）。
　　※婚約者（６か月以内に入籍）および内縁関係にある者を同居者とすることも可能です。詳細はお問い合わせください。
　　※パートナーシップ宣誓書受領証などの交付を受けている方のパートナーは、配偶者と同じ取り扱いとします。
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
　　※ただし、次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
　　　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合　・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　　　・精神障がい等級１級から３級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　　※上記以外にも要件がありますので、お問い合わせください。

そ　の　他戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地

①
・1戸
・1階1LDK（51.9㎡）
・16,500円～24,600円

西団地A2
・2004（平成16）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

北町2丁目8番

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器のリース料（月
　額6,000円程度）の負担があります。（北電との契約）
・網戸は各自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。②

・1戸
・2階2LDK（67.2㎡）
・21,400円～31,900円

③
・1戸
・1階3LDK（70.6㎡）
・21,600円～32,200円

・1989（平成元）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目20番清流東団地A4
・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。
・家賃の他に温水器、暖房機、調理器のリース料（月
　額6,000円程度）の負担があります。（北電との契約）
・網戸は各自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

④
・1戸
・2階2LDK（68.34㎡）
・21,600円～32,100円

・2002（平成14）年
・耐火構造3階建て
・物置、駐車場1台

西町3丁目8番清流中央団地
A2

・調理器（ガス）、灯油暖房機（FF式）、網戸は各自用
　意。

・1戸
・1階1LDK（49.68㎡）
・18,300円～27,300円

・2023（令和5）年
・木造平屋建て
・物置、駐車場1台

東町2丁目14番
⑤ 公園団地A3
⑥ 公園団地A4
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